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追｣棹座談会一中本正智さんを偲ぶ

日時1994年９月17日午後６時－８時

場所沖縄オリエンタルホテル（那覇市）

司会仲程昌徳（琉球大学教授）

出席名嘉順一（琉球大学教授)、

糸数兼治（沖縄県立博物館館長)、

野原三義（沖縄国際大学教授)、

野原峯子（沖縄県立中部商業高校教諭)、

加治工真市（沖縄県立芸術大学教授)、

名嘉真三成（琉球大学教授)、

比嘉実（法政大学沖縄文化研究所長）

司会中本ざんを偲んで、これから彼の人

と学問について追悼座談会を行いたいと

思います。その場合、全体をいくつかの

時期に区切っていくというかたち、あり

きたりですが幼少年時代から始めて大学

時代、上京、大学院時代そして都立大学

時代といったようなかたちがありますが、

どういうふうに語れば中本さんの全体を

一番うまくまとめあげられるか、野原さ

ん、何かうまいかたちがあれば、お話し

していただけませんか。

野原人と学問という分け方はそうだろう

と思うけれども、学問の方はいろいろ話

をする人がいるだろうけれども、人の方

が、僕が入った時には彼は琉大３年生で

した、その当たりからは分かると思いま

すが、それ以前は分からない。その点に

ついてはどうしましょうか。

司会琉球大学入学以前の中本ざんについ

て、糸数さん、あなたが、もっともくわ

しいと思いますが、その辺りから行きま

しょう。

糸数高校まで一緒だったけど、琉大は彼

が１年遅れたので、大学ではあまり交流

}よ無かつたんです。

司会高校学校時代までの中本さんについ

て、とくに印象に残っているようなこと

がありませんか。

糸数中学校時代はポーチラー（腕白）で

したね。

司会どういうふうなボーチラーだったの

でしょうか。

糸数結構ね、先輩を傘にきて我々をいじ

めるわけよ。徒党を組んでね、２年生、

３年生の上級生が奥武島出身でいるで

しょう。オーンチャーの悪が先輩にいる

ものだから。

野原奥武島の人を玉城の陸部の人々は

オーンチャーと言うんですか。

糸数そう、オーンチャーといいますね。

野原ポーチラーじゃなくてオーンチャー。

比嘉オーンチャーというのは奥武の人と

いう意味、少し差別をこめたニューアン

スがあるように思いますね。オーン

チャーで少々乱暴者だった、ウミンチュ

が多いから、ウミンチューは海に潜って

いるので耳の遠いのが多い、自然と声が

大きくなる。それに魚を食べているから
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司会奥武の人たちの気`性についての話が

出ましたが、中本ざんにもそれは流れて

いたということなのでしょうね。

名嘉ウミンチュー（漁師）が多いから

やっぱり気が強いんでしょう。やっぱり

奥武はほとんどウミンチューだから。

やっぱりその辺は気質としてあったかも

知れませんね。

野原沖縄ではね、ウミンチューはどこで

も言われる。

司会奥武島とはこの辺りでお別れして、

大学に入ってからはどうだったのでしょ

うか、名嘉ざん。

名嘉僕と部屋がひとつだったんですよ。

野原寮ですか。

名嘉寮です。南星寮でよ。正智が1年の

時、彼は夜遅くまで勉強していたね。僕

は軍作業（アルバイト）夜勤だったもの

だから、朝方帰ってきても、彼はまだ机

に向かっていたね。無理したら体壊すん

じゃないかと、声をかけていたよ。寮は

半年ぐらい一緒だったかな。

野原１年生の時ですか。

名嘉彼が１年生の時。僕が４年、よく徹

夜していたみたい。「君の専門は何か」

聞くと「国文です」と、ああそうか､、

じゃ仲宗根政善先生のもとに通った方が

いいよと、いったよ。僕は夏休みの後は

いろいろ事情があって、寮をでた。

比嘉その頃すでに中本ざんは方言、国語

学みたいなものに…。

野原何を勉強していたんですか。そんな

に徹夜して。

名嘉勉強をしていたね、一生懸命。分か

体も大きいし、農村の人からみたら乱暴

にみえるところがあったんじゃないです

か。

糸数オーンチャーはしたたかウーマクが

多かったですよ、先輩にも。いつもいじ

められるものだから、我々がそう言って

いた。オーンチャーという言葉はヤナグ

チする時に使うものですね。（笑い）

野原知念辺りの人でも恐れているわけで

すか。オーンチャーというからは。

糸数ああ、こわがっていたね。百名とは

いつも石を投げあって喧嘩していたね。

比嘉前に中本ざんから聞いたのか、糸数

ざんから聞いたのかはっきりしません

が､、戦争の時にあの辺に疎開して来た

子供を中本ざんたちがだいぶいじめたと

か、あれは戦後ですか。

糸数あれはね…そうそうそう、意味があ

るんですよ。那覇から綺麗な女の子が

入って来たんですよ。それを追っかけた

連中が正智と、それからもう一人いるん

ですよ。ヤストシという、今校長先生し

ていますよ。（笑い）それでね、その同

級生というのは都会から来たでしょう、

あかぬけているわけね。玉城はウージバ

タケ（キビ畑）から出てきた女の子ばっ

かりだから…。ナーファンチュ（那覇

人）が来てね、みんなびっくりしたんで

す。

比嘉男の子は尻を出ぎせて、制裁とか

言ってね…やったという話を聞きました

よ。何でもいじめた男生徒のなかに仲宗

根先生の娘婿になっている人がいるらし

いですよ。
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らんよ、とにかく僕は仲宗根先生の所に

通いなさいと言った時にはもう…やはり

芽が出ていたんじゃないかと思うんです

が。僕は何で彼が僕の所に来たのかは分

からなかった。僕が卒業して後、比嘉政

夫と、照喜名繁夫から聞いて国語学をや

るということが分かったんですよ。

野原先ほどのオーンチャーの話からガ

ラッと変わりますね。（笑い）

糸数信じ難いですよ。（笑い）博士に

なってね。あれが一番ユーリキヤー（優

等生）になった。要するに喧嘩をすると

我々にはかなわないんだけど、後ろに先

輩が付いているものだから、これをやっ

つけるとね、すぐ来るわけ。だから手が

出せない。鉛筆は取られるわ、帳面は取

られるわで。

加治エ中本ざんは琉大に入ってからカソ

リック教会に入られたんですか。

名嘉２年生ぐらいじゃないかと思います。

僕は全然知らなかったけどね。１年生の

時には全然そういう気配は無かったと思

います。僕は半年しか付き合ってないけ

どね。

司会彼がカソリックに行くのは、その時

同じ寮におられた島袋伸三ざん、下地良

男ざんに紙上参加というかたちをとって、

補いたいとおもいます。

糸数キリスト教徒になったわけですか。

加治工僕らが入学した時には中本さんは、

すでに城南小学校の方にあったカソリッ

クの学生寮に居られたんですよね。私な

どはその辺からしか分からないですね。

だから先ほどの暴れ馬から…180度転換

して学問をする方に変わっていくわけで

すけども、その辺がよくわからないんで

す。

糸数そこがね、全く想像できないね。

司会転機になった何かがあると思うので

すが、どなたか心当たりはありませんか。

加治工そこで洗礼を受けられたはずです。

しかし洗礼を受けたから急に学問に目覚

めるということですかね。

比嘉服部先生が来られたのは…。

名嘉まあその前ですからね、５５年。

比嘉中本ざんは琉球大学に入学されてい

たんでしょうか。まだまだ入っていな

い？

糸数その先生が来られたのは、我々が１

年生の時でね、彼はまだ入学していない。

服部四郎先生の講義は３年生、４年生の

ためのだった。私は受けろと言われて…

チャーガヤー（どういうものか）と言っ

て受けることは受けたんですが、全然意

味がわからなくてね。

比嘉直接には中本ざんは服部先生の集中

講義は受けていないわけですか。

名嘉受けていない。

野原２，３カ月１年生の時に付き合った

と言ってたけど、そうれで…あなたは４

年生で。その後はどうなったんですか。

その２，３カ月からその後はどうなった

んですか。

名嘉僕はもう…。彼が２年の時に、比嘉

政夫と照喜名繁夫と。その後に彼が来た

ね。

野原５７年頃ですか、方言クラブが始まる

…。５７年が始まりだそうですが、それの
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前ぐらい。

糸数創刊号を出したのは…。

名嘉正智が３年の時だ。

糸数僕は１年も２年ものほとんど大学に

行っていないから。ヤマガッコウばかり

して、授業は全然出ていない。

名嘉たまに顔を出しよったざ。

糸数４年の時に名嘉ざんか誰かに引っ張

られて、方言クラブに入れられたんです。

加治工ですからね、３年の時に論文を書

かれていますからね、実際には中本ざん

２年の時に仲宗根先生の「国語学」を受

講して、２年の後半辺りから、レポート

を書き始めて３年の後半には「奥武方言

動詞の活用」という論文に仕上げていま

すからね。

名嘉仲宗根先生の所に行って、何でもい

いからとにかく仲宗根先生のお宅に行っ

て勉強した方がいいよということを僕は

しょっちゅう彼に言っていたと思います。

寮の時に。彼はまた寮を出てね、あのざ

くら食堂の近くに……僕の所に訪ねて来

て、………酒があるからと言って連れら

れて行って、それでこういうものを書い

たんですがと言う、「あんたは大変なも

のを書き始めるなぁ」と言ってですね。

服部先生のあの………服部先生のあの音

韻論をそれをそっくりやっているでしょ

う。これはたいしたものだなぁと言って。

仲宗根先生の所に行くと、仲宗根先生は

盛んに褒めて、励ましていたね。

司会先輩から見た中本ざんを名嘉ざんは

語って下さいましたが、今度は逆に、後

輩であった加治工ざん、何かその辺りの

ことを。

加治エそうですね、私たちが入ったのは

５８年でね。僕の場合は宮良當壮の集中講

義を受けて、そのときにたまたま野原君

と一緒だったものですから、彼が志喜屋

図書館から出るときに「方言クラブがあ

るそうだから一緒に行こう」ということ

で、彼に誘われて入ったんですよ。入っ

たらあの時に中本ざん、それから照喜名

ざん、それから比嘉ざ人、それに川上ざ

んという女の方がおられました。あの３

名がおられて、僕ら２人が入ったもので

すからね、「金の卵が来た」と言ってで

すね。そういうふうに形容して、非常に

喜んで下きったんですよ。あの当時、本

土就職する中卒の生徒を、会社関係の人

たちは「金の卵」と言っていました。あ

れから先輩たちとの付き合いが始まった

んです。僕らが「方言クラブ」入ったの

は後期でしたから、もうすでに創刊号の

ガリ切りや謄写印刷の準備がなされてい

たんですよ。それで図書館の４階で授業

の合間を見て、謄写刷りを野原君とやっ

た…。

名嘉あの鉄筆はあんたでしょう。

加治工いや、あれは中本さん自身でです

よ。

糸数夏だったよ。暑い時でね。ロウが溶

けるわけ。500枚が限度だったね。それ

を千枚も。

加治エいや800枚刷りましたよ。800枚で

原紙が切れてしまいました。

糸数創刊号がそうだったよね。

名嘉最初は200ぐらいでいいですよと
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言っていた。「いや創刊号だから余分に

刷ってよ」と言ってね。

野原謄写版に乗せる時に右に力を入れる、

左に力を入れると…。いろんなことを考

えながら…。８００枚やっていたわけです

ね。

糸数あれは強く押すとね、原紙がもたな

い。切れて…800はちょっと刷れないの

でね、そうすると下手な人が刷ったやつ

はもう正智がそばでまた同じ所を切って

いたよ。

加治エあれはね、中本ざんがオリオン

ビール会社の夜警のアルバイトをしてい

て原紙切りをしたんです。あの時に、現

在の南部商業の校長をしていらっしゃる

宜野座ざんが一緒にやっていたらしくて、

そのことは中本ざんが僕に直接言ってお

られたんですけどね。あの夜警をしなが

ら１回巡視してくるでしょう、その巡視

してきた後は時間があるから、その時に

バーツとガリ切りをして。交替々してね、

それでガリ切ったんだと言っておられま

した。

糸数創刊号とはいっても、正智ざんの論

文だけで……。

司会創刊号の論文について話していただ

く前に、すこし補って欲しいことがあり

ます。図書館の４階で謄写刷りをしたと

いった話がでましたが、そこのところ理

解しにくいのではないでしょうか。今の

学生なら方言クラブができて、クラブ室

をもらって、そこでクラブ誌の発刊と

いった形を考えると思うのですが、どう

して図書館の４階だったのでしょうか。

野原クラブ室というのは無かったですね。

加治エ図書館の４階は教官室です。国文

科の教官室と、歴史学科、英文学科の先

生方の教官室、それから端の方に王先生

という中国語の先生がおられたんですよ。

司会図書館の４階は教官の研究室になっ

ていたわけですね。国文科でなく、全体

の。

加治工そう、全体のです。全教官の研究

室でした。

野原北に面した所はそうだけど、東側と

いうか南側の方は何かいつも閉まってい

て、あっちは何だったのかなぁ。

加治工歴史、地理の先生方の研究室でし

た。

野原あ－そうか、そこは何時も何か閉

まっていて、開かずの間という感じで…。

加治工そして国文科の先生方はね、ちょ

うど今の高等学校の職員室のようにね、

ワンフロアーに机を置いて、そして廊下

側の仕切りは、本棚をズラーッと並べて、

そこにバックナンバーを入れてあったん

ですよ。そこ『国文学』や『国語と国文

学』などを、バツと見てはね、レポート

を書くようにしていたんですけども。

野原先生方がいらっしゃったという印象

がないけど、いない時に行ったのかなぁ

…我々は。

加治エほとんど、方言クラブの学生がそ

こを独占していた。「湧上元雄、比嘉亀

盛、嘉味田宗栄の先生方も使いなきい、

使いなきいと」そういうふうに言ってお

られたのを覚えていますね。

司会そこで方言クラブの創刊号が印刷ざ
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て行ったという…でもないもんね。

司会クラブとしては58年頃から、それと

も59年ですか。

野原５７年は僕は居ないから分からない。

５８年は一緒に行ったことになります、５９

年……。僕らの印象としては初めて方言

クラブ全員で慶留間に行ったと。

司会その時、峯子苔んも一緒ですか。

野原（峯）私は皆ざんの話を聞いて、学

問的なものはちっとも分からなくて、

ちょうど59年の琉球方言クラブ、第２代

目部長となるという中本ざんが４年生の

時に私は入学したんですよね。いま言っ

た慶留間の調査に行った時に。今もそう

かは良く分からないけど、方言クラブの

集まりというのは、いつどこで何時にと

いうのは、はっきりしたことは言わない

ので、なんとなく集まってという感じ

だったんですよね。それで泊港に何日と

いうのは分かっていたんですけどね、何

時に行けばいいのかというのも全然分か

らなくて、私は石川からとにかく泊港に

行ったらなんとかなるんじゃないかって

来たら、中本ざんが「これぞやっぱり方

言クラブだ」って言われて、変な褒めら

れ方をしたことを覚えているんですけど

ね。とにかく慶留間の調査に行くときは、

どういう調査をしたか分からないんです

けど。覚えてはいないんですけども。で

も楽しかった…方言クラブでどこかへ行

くというのは、とても楽しいと言う事を

覚えているんですけどね。あの時ですよ

ね、確か中本ざんがサメを見て血相を変

えて帰って来て。サメが居たと、私は中

れたわけですけれども、その他、印象に

残っている活動はありませんか。

野原まああの頃の事だから一緒に方言ク

ラブで、一緒に調査に行ってもどういう

ことをやったかよく分からないけれども。

1958年の最初に、慶留間の方に行きまし

たね。慶留間に行きました。どういう調

査をしたかもう…。

野原（峯）行ったのは59年です。

野原ああ、５９年だ。最初に58年１１月か１２

月頃に行ったのは伊江島でした。名嘉さ

んと、川上ざんと、正智ざんと４人でし

た。何かソーミンタシヤ_か何か作って

○

名裏あれは正智が２年のとき、３年の時

か。

加治工あの時は３年です。

名嘉伊江島に行った時は。

加治工僕らが１年の時は彼は３年ですか

ら。

野原４年生は居なかったんだ。あなたは

もう卒業しているから。

比嘉中本ざんの創刊号に載っている論文

の指導は仲宗根先生がされたんですか…。

名嘉はい、ほとんど仲宗根先生がきれた。

『世界言語学概論』（下）あれは昭和３０

年に出ているからね。その本を正智は仲

宗根先生から借りて参考にしたと思うね。

野原５９年に慶留間に行った時は、初めて

全員で行ったという記憶だな。

司会方言調査が始まっていくのは58年か

らということですか。それともその前に

あったんですか。

名嘉僕が行っている時は別にクラブとし
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本きんはウミンチューで海の事は全然怖

くない、魚の事なんかは怖くないと思っ

て居たものですから…あの体でしよ！

「サメがいたあ_」と血相を変えて

戻って来て居たんですよね。

沢山お魚も食べたし、楽しい旅行でし

た。

比嘉あの時代はどちらかと言うと文学の

時代だと思う。国文科で言えば琉大文学

が花形だった頃なんですが、話を開いい

ますと中本さんは早い時代に国語学に的

を絞って没入して行ったような感じがす

るんですよね。

司会そうですね。琉大文学をはじめ、琉

大新聞、演劇活動そして学生運動等、国

文科の学生たちが中心になって活動して

いた時代であったといっていいかと思う

のですが、そいう所に行かないで、地味

な方言研究に進んだ。そこには、何らか

の動機がなければならないはずですが。

野原やっぱりあれはどちらかの方でしょ

うね。方言クラブに入ってしまうと１年

生の時は友達だった友人も２年、３年と

なって行くうちにだんだん遠くなってい

く感じなんだ。

名嘉仲里友豪とはどういう関係？

加治エ同級生です。

司会中里ざんは演劇でしょう。

名嘉彼が１年の時に、土地開争があって、

主に国文科の学生が退学させられていく

んだよね。学生活動をしている中で僕は

クビにならないんですよ、なるだろうな

と思って覚,悟を決めていたのよ、そした

ら嶺井でしよ、喜舎場でしよ、具志ざん

とかね、あの連中はボンボン７名も退学

処分をうけてね。僕は肩たたきみたいに

なったけれども、「じゃないのか」と言

わんばかりに寮官から言われた事もあっ

て。それから僕はプツリと中本とは…。

司会動乱の時代にいたといっていいかと

思いますが、そういう中で時代とかけ離

れているようにもみえる方言を中本ざん

がやり始めたというのは、中本ざんに強

烈な影響を与えた人がいたと考えられる

のですが、どうなんでしょう。

野原「行け」という名嘉がいて、行った

ら入ってしまってのめり込んで行くとい

う場があった訳だ。

司会それはそれで、名嘉ざんが、方言研

究に入っていったのは、何によるかと

いったことがやはりありますよね。

名嘉僕は仲宗根先生の国語学を受けただ

けで、最初１校時を聞いただけでアイ

ヤーと思って次は「よ_し、先生の所を

尋ねて見よう」と思って、図書館はあの

時はカーラヤー（空き家）だった。「先

生質問していいですか、今日のものはあ

んまり意味がわからんですけど今後どの

ようにしたらいいですか」と聞いたら、

「これを読みなきい」と言うからヨディ

ン、ワカイミ（読んでも分からない)。

（笑い）それでも誰か友達いないかと探

しても居ないし、先生と一緒になって方

言の調査をしました。たまには嘉味田先

生が「名嘉君はここにいるらしいな！俺

と一緒に行こう」と言って嘉味田先生と

一緒に久米島に行った。あれは４年の頃

だったかな、嘉味田先生に連れられて
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司会本格的な学問研究を感じとったんで

しょうね。

野原（峯子）1976年に中本ざんが、伊波

普猷賞を受賞なきった時に祝賀会を方言

クラブでやった事があったんですよね。

その時に中本さんの挨拶の中で自分がい

かに共通語が分からなかったかという一

つの例としてですね、小学校入学の時に

「明日組分けをしますから」と担任が

おっしゃったら、その時に「〈みわけ」

をするんだったら風呂敷を持って行かな

いといけないと思ったと言うんですよね。

つまりお米を分けると思ったと言う事を

言ったんですよね、それをとっても私は

印象に残っていて、結局自分の方言に対

する目覚めみたいな物があったという事

を説明しようとしたのかなぁと思ったん

ですよね。その事がとても印象に残って

おります。また、その時に校長先生とい

うのが一番この世の中で偉い人だと思っ

たと、それで校長先生になる為に大学に

行った。今はこうしているとおっしゃっ

て。校長先生になる為にやった事が今は

全国的に知られる教授になったんだ

なぁ_という思いで私はその時の挨拶を

聞いていたんですけれどね。すごい方言

に対する思いというか自分は共通語がい

かに分からなかったという事だったと

思ったんですけれどもね。

加治エ僕はこういうふうな事を聞いた事

があるんですよ、彼も島の出身でしよ。

島の言葉を科学的に勉強すればきちっと

した物が出来るんだと言う事を仲宗根先

生の国語学の授業を受けて痛感したとい

行ったのは。

司会嘉味田宗栄ざんの話がちょっと出ま

したけれども、方言をやっていたのでは

比嘉亀盛ざんもおられたわけですよね。

琉球大学の国文科には方言をなきってい

る教官が多かったということも関係して

いるんでしょうね。

加治エ比嘉先生はね、それよりずっと後

になって本格的に方言の勉強を始められ

た。あの頃は近代文学とか中世文学とか、

の講義を担当しておられた。

司会中村龍人ざん、中今信ざんもおられ

ましたね。

野原琉球文学も照喜名ざんが早いか、嘉

味田先生が早いかって、どうでしょう？

照喜名ざんの方が琉球文学の研究なんか

は早かったのではないか。

名嘉嘉味田先生は文法研究には早かった

よ。

加治エ琉球文学に手を付けられたのは宮

良當壮先生が集中講義で来られて後でし

た。

司会それは何年ですか。

野原５８年ですか、理工ビルか何かで受け

ましたよ。宮良當壮の特講を。

名嘉僕も午後サボって受けたき。

司会中本ざんももちろん受けたわけです

ね。

野原方言クラブは皆受けましたよ。

糸数あの頃いい授業をしたのは仲宗根先

生だった。

野原僕は一言半句聞き逃すまいと思って、

良いのか悪いのか分からないが最初から

最後までノートにずらりと書くばっかり。
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うんです。びっくりしたそうです。高校

の国語では文法の法則を教え込まれるん

だけれども、ところが、奥武方言動詞を

自分で分析研究していくと、その中から

一つの法則を見付け出すことができる。

この喜びを味わうことができたというふ

うな事を確か言われました。それで自分

の奥武方言の方に沈潜していったのでは

ないかと思います。仲宗根先生が今帰仁

の方をずっとやっておられたでしょう。

1959年に中本ざんは『今帰仁方言集』を

筆者しているんです。片面には今帰仁を、

片面には奥武方言を対照させて筆記した

100枚綴りの大学ノートを15冊を既に彼

は持って居たんですよ。それを僕に貸し

てくだきって「写しなぎい」と言ってね。

それで私もあれを写して鳩間方言と今帰

仁方言の語彙集を作ったんですけれども

ね。すでに大学の２年か３年には筆写し

ていると思うんですよ、『今帰仁方言集』

をね。こんな厚い本がありましたね。で

すから私が思うには仲宗根先生が自分の

方言を深く分析きれて、ああいうふうな

きちっとした論文を書いておられたので、

方言研究に物凄い魅力を感じたのではな

いかと思うんですよね。そうでなければ

「奥武方言動詞の活用」というあの論文

をあの若さで書けるというのはちょっと

考えられない。

司会今までの話は、沖縄篇といっていい

でしょうけれども、そろそろ東京篇に

移っていきたいと思います。東京時代の

初期は、比嘉政夫ざんに紙上参加してい

ただくことにしまして大学院時代からい

きましょう。

名嘉それはね、お母さんから僕はお金を

借りたのよ、中本のお母=んから僕が。

僕が東京へ出ると言ったから「貸す」と

言うんですよ。僕はあの時、退職金が出

ると思っていて退職金が出なかった。そ

れで退職金が出ると返すという約束でお

母ざんから借りたよ、相当のお金を借り

ましたよ。Ｂ円だったと思うけれども、

それは帰って来てから僕は全部返しまし

た。

司会当時、東京に出ていくということは

大変な事だったと思いますが、その先頭

をきって名嘉ざんが出ていった。その後、

中本ざんと比嘉ざんが続くのですね。と

ころで名嘉ざん、中本ざんのお母ざんに

融通していただいたという話でしたがそ

れはどういうことなのですか。

名嘉ぎん

たぶん僕が伊江島に行って来た後、そ

れから中本ざんがしょっちゅう僕の所に

来て試験問題を作ったり、採点して貰っ

たりしていたから非常に親しかったわけ

です。

司会中本ざんはそういうお母さんに育て

られたのですね。名嘉ざんから、中本ざ

んと連なっていく、その連なり方につい

て伺っておきたいですね。

名嘉僕は２ヶ年で帰ろうと思っていた。

仲宗根先生は「大学院を出てきた方がい

いよ」といわれていた。仲宗根先生から

も、服部先生からも、今度、比嘉政夫君、

と中本正智君が研究生として来るという

ので、「それじゃ、あと－年残ろう」と
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勉強きれていたということですね。

加治エ研究生としては２代目ですね、１

代目は比嘉ざ人と照喜名ざんですね。

野原（峯）ちょっとこの年表を直しまし

たか？直ぐ比嘉政夫ざんと中本さんが

６１年に東京に行ったことになっているが。

中本ざんは研究生になって、翌年、上京

したと思うんです。

名嘉ちがうよ、研究生制度がないけれど

も仲宗根先生が僕が定時に行ったものだ

から学校に通いなさいという、通ったら

嘉味田先生が非常に僕を気に入ってあち

こちに行こうと行って、嘉味田先生がほ

とんど調査には連れて行ったんです。仲

宗根先生は多少がっかりして。

比嘉仲宗根先生の所の研究生としては照

喜名ざんと比嘉政夫ざんが第１で、その

次は中本さんなんですよね。東京へは比

嘉ざんと中本ざんが一緒に出で行った。

名嘉はい、そうです。

比嘉東京大学での研究生は何年ですか？

名嘉彼等は１年ですぐ都立大学に行きま

した。

司会どうして都立大学にいったのでしょ

うか。

名嘉それはいろいろと理由があったと、

思う。学費が安いということもあったと

思う。比嘉政夫は、もう都立大学の文化

人類学に行くことを、決めていたでしょ

う。二人して同じ学問をというより、､､。

二人は服部先生に相談していないね。先

生は少し怒っておられたから､､､。

司会学費が安いという理由で都立大学を

選んだという話もありますが、もっと別

残って、３人で服部先生の研究室に通っ

た。

比嘉国文科の卒業生が、その後、ヤマト

の大学院に行くというのがずっと傾向と

して出て来ましたけれども、服部先生の

後押しみたいなことが一時期あったので

しょうか。

加治工それで研究生として1年残って仲

宗根先生のもとで、方法論をしっかり勉

強するという傾向が出て来ましたね。私

がびっくりしたのは、中本さんが研究生

の時に、野原君と一緒に赤田でしたよね、

赤田の中本さんが間借りしている家は。

そこを訪ねた時に『日葡辞書』の原典が

あるんですよね、『日葡辞書』と言うの

は僕らは見た事もなかった。ただ国語史

の中でその存在を聞いて、知っていただ

けで、見た事もない。ところが中本ざん

のところにはそれがあったのですよ。

びっくりしました。ああいうふうにして

彼はかなり仲宗根先生の所で専門的な勉

強をしていた。理論面は既に大学院で通

用する物を持っていたんですよ。という

のはね、彼の方言クラブの雑誌1号に出

した論文にですね、わざわざ柴田武先生

がコメントをしてくださって、この部分

をこうしたらどうかという事で『国語

学』か何かに出きれてあるんですよ。あ

れを見て、あんな偉い先生が大学２年か

３年でまとめた学生論文「奥武方言動詞

の活用」にコメントして下きったのには

おどろきました。

比嘉東京大学の服部先生の所に研究生と

入る前に仲宗根先生のところでも１年間
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の理由もあったのではないでしょうか。

加治エこれは私が聞いた話ですが…、僕

は平山先生がいたからだと思いますよ。

平山先生は国学院でしょう？それから湧

上先生が国学院なんですよ。そういう

ルートがあって、何か指導をお願いする

ということで、平山先生は出身が鹿児島

ですからね。琉球方言に関心が深いわけ

ですよ。

司会都立大学の大学院に入って、研究者

として第一歩を踏み出していくことにな

るのですが、大学院時代の中本さんは、

どうだったのでしょう。

加治エ大学院は、野原君がダブっている

から、あの頃の事,情には詳しいんじゃな

いの。

野原いや、私は存じません。

名嘉ダブっていたでしょう？

野原いや入ったときに、どこかラボカコの

建物のずっと向こう側の方の何階かに一

度訪ねた事はあるけれども、ほとんど

会っていません。また学校に入れないよ

うな時期でしたから。バリケードして、

全然学校には入れなかったんです。

比嘉その頃は代々木上原の和敬寮で沖縄

文化協会のオモロ研究会と琉歌研究会な

んかもやっていたけど、まだ中本きんは

出てきていませんよね。

司会記憶にありませんね。

名嘉どういうわけか東京でのあれには、

比嘉政夫は比嘉春潮の所に下宿していた

から、１～２回は出たんだよね。ほとん

ど中本さんは出てこないんだ。

野原何か、通時的なものはあまりやろう

言うようなところは、あったのかな_と

も思うけれども、しかし琉大の研究生の

頃は仲原先生の依頼だったからなのか、

オモロの仕事を。理工ビルか家政ビル

だったか、仕事をやっていたようですけ

れど。

比嘉尚家本の青焼きを頓まれ送つた事が

あるはずです。

司会大学院時代に、与那国方言の研究が

始まるわけですけど、その研究に関する

苦心談や評価については後で触れていた

だきたいと思いますが、助手時代につい

てどなたか？。

加治エあのころはね、私も大学院で２年

ほど助手をしましたので、中本ざんが苦

労をしておられたことが良く分かるんで

すよね。

比嘉あのころ早稲田大学にいた池宮正治

さんの証言によると、とにかく物凄く仕

事をこなしていて、首が回らなくなって

いるような時期があったということです。

それと口の中の粘膜が、たぶん精神的な

ものだったとおもうけれども、はげて食

事も喉を通らないぐらいの時期がその頃

にあったということでした。

野原うん、それは『琉球与那国方言の研

究』の巻頭言に平山輝男先生が書いてあ

るものには、百何日も付き合ったのは彼

しかいないというような、その裏の方に

はそういうことがあるわけなんでしょう

ね。

加治工都立の助手を経験した方は、大体

同じですよ。僕でさえもこうなったんで

すから。口内炎はきついんですよ。普通
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琉球大学から都立大学の大学院に進学し

たわけですが､、中本ざんはどういう教

師でした？。

嘉真僕が始めて大先輩と会ったのは、

昭和50年です。聴講生でした。その時の

中本先生は品行方正でしたね。僕なんか

は髪を長くしていましたから、ヒッピー

風にしてそういうのがはやっていたから

ね。それを「切りなきい」といわれて、

先ず大島先生、平山先生が嫌いますと言

われました。先ず髪の毛を切ってそれか

らです。良い先生で懇切丁寧に教えて下

さった。これから都立で勉強するならば、

都立の学風を守ってほしいと言うことで

した。優しい先生でしたが授業なんかは

凄く厳しかったです。もう連続して発表

させられたり、特に『日本語音声韻論』

は厳しいところもあった。そして先生は

中途半端な講義はなざらないんですよ。

やっぱり資料に基づいて、理路整然とし

た授業をなぎいます。凄く実証的な研究

で、先ほどガリ版のお話が出てきたけれ

ども、例えば東京言語研究の服部四郎先

生のところの研究所の理論講座があった

んですが、『琉球方言解説』というのが

あって、あれなんか20枚のプリントをガ

リで刷ってくるんですよ。ああいうのな

んか内容がものすごかった。そういうこ

とをやって本当に学問というのは多言を

しなくてよし】、ようするに結論は資料の

高度ざにかかわっている。資料により結

論は素晴らしいものになる、そういう学

問が必要なんだとおっしゃっていた。本

当に学問の素晴らしざというのを先生か

の助手だったら、まあ、だいたい２日こ

なせばいいけれど、あそこはそうはいか

なかったですからね。助手の本務をやっ

た上に、「都立大方言学会」の世話役に。

それからあそこの助手になると、「日本

方言研究会」の幹事になるんですよ。そ

の国立国語研究所との順番で来ますから

ね。自分の番に入った時には、もうあの

仕事は大変なんですよ。都立大の助手の

仕事は５つぐらいあった。それで、もう

寝る暇がない。忙しすぎたんです。これ

は私も２か年経験しました。それに加え

て彼の場合は所帯持ちだったでしょう。

それを彼は助手の時にもらしておりまし

たけれど、やはり生活して行く為には助

手の給料だけでは大変なんです。それで

他の人に分からないように建設現場で夜

働いられた。助手の仕事だけでも口の中

がはげるほどなのに、それに夜業までし

ていたんだよど本人から聞いたんですよ。

それにあの頃はちょうど学内紛争があり

ましたよね。

比嘉そうそう、ちょうど中間管理職みた

いなもので学生との板挟みになってね。

名嘉真僕が聞いたのは、建築現場のみで

はなくて、印刷業にも関わっていたとの

ことですよ。

司会経済的に凄まじいばかりの奮闘をし

たわけですが、それは貧しい沖縄から出

て行ったことで当時の留学生の大なり小

なり経験したことでもあるとは思います。

中本ざんの偉苔はそういう中で優れた研

究を続けられたことでしょう。そして都

立大学の教官になります。名嘉真ざんは

名嘉真
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野原じゃあ東北方言などはどうしていた

んですかね。

加治工だいたい仮名書きだったのではな

いかな。都立はアクセント研究が中心

だったから。活用の研究も仮名表記でま

にあっていた。

比嘉中本ざんが行ってから、琉球方言を

研究する必要が出てきて大島ざんたちも

中本ざんと音声表記のことについて一緒

に勉強した。平山きんも含めて勉強した

というような話しを中本さん以外の人か

らだったと思いますが聞いたことがあり

ますよ。

名嘉真これは中本先生から聞いたことが

ある。

野原僕は確たる話しは聞いたことがない。

加治工これは、私は外間先生から聞いた

ものですが、琉大の方ではアメリカから

ダイレクトに構造言語学が入ったでしょ

う。で屋比久先生と成田先生が琉大で講

義をしておられた頃、国立研究所では

1950年当時、まだそれほど知られてな

かったようですよ。それで何か琉大の先

生たちをね、あちらへ呼んで勉強会をす

るという話が出ていたというふうなこと

を聞いたことがあるんですが。

野原しかし、言語の差というものがある

かも知れん。この琉球方言は音声記号を

使わずには書けない訳だから、「?ｗａ

（豚)」をどうしていいのか、「ｔ‘ａ」

か「ｔ，ａ」か、どうしていいかわから

ないから、これはもう使わざるを得ない

んですよね、仮名では書けないんですよ。

加治工そう言えば、あの中本ざんが入学

ら教えていただき、やはり凄いなと思い

ました。

司会名嘉真ざんは、中本ざんの講義に出

席しただけでなく、調査にもご一緒した

ことがあったと思いますが、調査者とし

ての中本ざんの印象は？

名嘉真５１年かその頃に、大神島に行った

ことがあります。『琉球の方言』であり

ますけど、それから野原さんも行き、そ

う野原先生は76年ですね、え－つと内間

先生もいらっしゃった。中本先生はもう

朝から夜まで調査をするんですよ。僕な

んかは朝だけやって、後は整理を午後と

夜にするんですが、中本先生は朝も昼も

夜もインフォーマントを替えてされる。

その上カンダバーを摘んで、ごはんを炊

いたり、いろんなことをやって、本当に

バイタリティーですよ。僕なんかはつい

て行けないという感じだつんですが、特

に言語が言語研究が好きだったんですよ。

その言語を話す民衆というか、そういう

人が好きだったんです。

比嘉中本ざんが都立に行くまで、音声表

記というのを都立大学では使っていな

かったというような話しも聞いた覚えも

ありますけれども、どうなんですか。

野原いや、聞いた事ないですね。

加治工そういう可能性はありますよ。と

言うのはね、本土の国語学、あるいは方

言学者というものは、カタカナ表記が普

通だったでしょう。東大の方が記号を

使っていた。それから都立の方が始める

ようになったのは、大体中本ざんが大学

院に入られたあの頃からだと思いますよ。
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されるまでは、都立大学の方言研究では、

琉球研究はほとんどきれていなかった。

平山先生がアクセントの研究をきれてい

たくらいです。本格的に琉球方言の研究

を始めたのは中本ざんが入ってからです

よね。だから、今言われるように仮名を

使うだけですまざれる状況にあったわけ

ですよね。厳密に「音韻論」を展開する

ようになったのも服部音韻論が出て、そ

れを琉球方言に実際に適応きれてからで

しょう。学会全体がそうであったのでは

ないでしょうか。

司会中本さんの業績について触れていき

たいと思います。６４に平山輝男ざんと

『琉球与那国方言の研究』を刊行、以後、

数多くの著書を著していきますが、野原

ざんにまとめてもらいましょうか。

野原『琉球与那国方言の研究』は琉大に

のこっていた連中は中本ざんから２割引

きで買ったという記憶がありますね。皆

大切に使っていた。あれと『琉球方言の

総合的研究』、『琉球先島方言の総合的研

究』の３部作というのは、中本ざんは血

のにじむような調査をやったのだろうけ

れども…血のにじむといいうのは彼に

とっては快感だったかも知れんな－、あ

れが出発になった。原点の原点ですね。

あれから始まって行くんだと思います。

山の頂上を見ているとその先の延長線上

に『琉球方言音韻の研究』があるんで

しょうね。あれを見ないと琉球方言の研

究の話をするなんてことは出来ないとい

う気持ちですね。そこでそれをひとまず

評価したい。それともう一つ向こうの方

に、『図説琉球語辞典』とか『琉球語彙

史の研究』とかがあって、ここら辺りは

僕ももうぞっこんＩ惚れ込んでいる所です。

もう一つここら辺へと進んでいくうちに、

だんだんいろいろなものが出てきて、つ

いに『日本語の系譜』というものまで登

場して来るわけです。従来の日本の言語

学会では音韻法則が立証きれてはじめて

姉妹関係が立証きれるというふうに言わ

れていた。それをもう理の当然のように

いっているけれども、『日本語の系譜』

を見ていると必ずしもそうじゃないんだ

というような事が、書かれていますね。

それからどんどん発展して行ったのかも

しれないけれども、そこで終りになって

来ます。『日本語の系譜』以前の話しは、

非常に実証的で大学院でもこのようにや

れと、弟子たちを叱吃激励して『こうこ

う、こうやれ』と言えるような方法論が

あるけれども、『日本語の系譜』の方は、

さてどんなふうにしたら良いのか、弟子

たちを育てる為にどんな方法論をこれに

関しては作って行ったんだろうかな_、

これからの問題だったかもかも知れない。

比嘉例えばあの３部作に代表きれる琉球

の各地域方言研究は、どちらかと言うと、

記述的研究ですよね。その後に『琉球方

言音韻の研究』で音韻研究を集大成する

研究が続く。それから、『図説琉球語辞

典』から『日本語の系譜』にいたるよう

な、語彙を中心にした独自の研究が強く

出てきます。『図説琉球語辞典』辺りか

ら彼の学問が、ある意味で言えば野原ざ

んがいう実証的な面から少しずれて、沖
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縄で理論化したものをテコにアジア全域

の言語を射程に入れながら考察していく

ということになりますね。後半の仕事に

ついては少なからず疑問をもつ方も多い

と聞いていますが、波及説はもっと長期

的視野で評価されるべきではないかと、

素人ながら思いますね。特に歴史を考え

るときに豊富なヒントが隠きれているよ

うなものを感じますね。

司会中本ざんの研究は、そのように音韻

から語彙へ、そして系譜へというように

大きく広がり始めていきます。その間に、

比嘉実ざんと『沖縄風物詩』のような仕

事もはぎまっています。比嘉ざんと中本

ざんの関係は雑誌『言語』を介して緊密

になっていったかと思われますが、そこ

の所を触れておいてくれませんか。

比嘉中本ざんと一緒に仕事をやるように

なったのは、沖縄文化研究所が出来て、

彼が所員に迎えられた時期からですね。

それが契機になって沖縄文化協会の仕事

を一緒にやるようになっていったように

思います。法政のような自由な雰囲気の

中で沖縄研究がやれるといいな－といつ

も私に言っていましたからね。やがてご

存じのように法政の沖縄研究そのものが

閉塞していくんですが、そのことを残念

がっていました。初期の雰囲気はとても

良かったですね。中本ざんが中心になっ

て『琉球の方言』を沖文研でやり始めて、

都立の出身の野原さんや、加治工さん、

名嘉真ざんたちが原稿を寄稿するように

なって一緒に仕事をすることがだんだん

多くなってきました。そういう中で研究

所や沖縄文化協会主催のオモロ研究会や

講演会にも彼が出席するようになってき

たんです。それともう一つ彼と仕事をや

る契機は大修館書店の『言語』にあると

思います。編集長の山本茂男ざんをよく

存じあげていたものですから、仲程ざん

とも相談しながら『言語』で沖縄特集号

の企画に協力したことがあります。その

企画に中本ざんに参加していただき、付

き合いが深くなっていきました。いつで

したか偶然、琉大に仲程さんを訪ねたら

山本編集長が来ていて、「ディー、また

沖縄特集をやろう！」ということで、あ

の大特集号が出来たんですよ。それ以後

『月刊言語』で沖縄のことをどんどん取

り上げてくれるようになりました。その

すぐ後だったと思いますが中本さんを山

本氏に紹介しました。山本編集長はすぐ

に中本ざんの言語研究に注目されて、山

本ざんを介して九州大学から最近大東文

化大学に移られた早田ざんとか多くの言

語研究者との付き合いを深めていったよ

うです。『月刊言語』に毎号執筆するよ

うになり、後は国語教育まで書くという

ふうに、とにかく『月刊言語』の代表的

な執筆者の－人になりました。とにかく

３人で良く新宿２丁目の沖縄酒場を飲み

歩きました。そういう付き合いのなかで

オモロを百回連載してみようではないか、

という話しが編集長からあってあの10年

近い「おもる鑑賞」ははじまったんです

ね。

それから『月刊言語』のあの沖縄特集

号のあと、沖縄を知るため、やきし<、
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きせていただいたんですが、あれが－つ

の転機になっていると思います。という

のは、これまではコチコチの構造言語学

者でしたでしょう。ここへもってきて、

人類学者の南方からアジアの面、あるい

は太平洋側から見る目、そういうものを

かなり勉強きれたんではないかと思うん

です。それが一つの契機で、長い間ずっ

とフィールドをして、まとめてこられた

彼のデーターをテックの東京言語研究所

で講義をするために言語地図を作製きれ

たんです。地図の上に方言の分布図で描

いて見ると、まきに周圏論みたいなもの

が出てくるでしね。そういうふうになっ

てくると、従来の構造言語学的なものだ

けでは律しきれない。どうしても、文化

の移動とか、海上の道とか、あんなこと

を考えざるを得なくなったんじゃないか

と思うんです。そうでなければ疑問は解

けない。『図説琉球語辞典』にこそ、彼

の系譜論の原点があると思うんです。そ

こで理論化きれたものをアジアまで広げ

て適用して見たら、琉球文化の系譜が見

えて来たという、そういうものじゃない

かと思うんです。

野原われわれの信仰として捉えた日本語

学が、金田一春彦が親父の京助の遺言を

書いているけれども、「語源や意味論に

手をつっこんじゃいけないぞ」と僕は非

常に良くわかる気がする。

加治エただ中本ざんは大学院の頃から意

味論を既にやっているんですよ。服部先

生の意味論というのがあるでしょう、

『哲学』の11に入っているもの…。あれ

心に染みるような沖縄物語みたいなもの

を作ろうじゃないかと、山本ざんから話

があって『沖縄風物誌』ができたんです

よ。中本ざんは１月ぐらいで書き上げた

んです。奥武の漁民の話を中心に2000枚

の大河小説も書きたいと言っていました。

冗談でなく実際やるつもりでいましたね。

中本ざんとは亡くなるまでずっといろん

な仕事をきせていただいていたんです。

司会比嘉きんには、後で、人間中本につ

いて詳しい話をしていただきたいのです

が、ところで加治工ざん、中本きんの研

究が、語彙から系譜へ変わっていく、そ

のことに関して何かありませんか。

加治工私には一つ二つ思い出があります。

中本ざんの言語研究の方向が転換してい

く契機というのがこの辺にあるのではな

いかと思っていることがあるんです。中

本ざんが助教授になられた頃、都立大学

に石川栄吉教授という社会人類学者がお

られたんです。あの有名な比嘉政夫先生

の恩師です。馬淵東一先生の後に入って

こられた素晴らしい先生ですが、その石

川栄吉先生を中心にして東大の言語学者

である土田滋先生とか、あと人類学者を

集めて角川書店が黒潮の研究会をやった

のです。毎週土曜日か木曜日だったと思

いますが、研究会をもって２－３年ぐら

いやっているんです。ある実験航海をや

る前です。ちょうど僕も助手をしていた

頃でしたから、出る出ろと言われて、僕

も引っ張り込まれて、「黒潮の民族・文

化・言語研究会」というのがありますよ

ね。あのメンバーに入れてもらって勉強
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から意味論が国広先生とか段々広がって

くるんです。そして大学での講義も意味

論を扱っておられるんですよ。だから中

本さんは服部先生の「意味論」でかなり

叩き込まれているわけです。つまり既に

構造だけじゃどうにもならないというこ

とを考えているんですよ。意味の方も築

き上げなければならないというふうにし

て、構造的な意味論を展開しているけれ

ども、そこへもってきて先ほど話しまし

たように、人類学者たちとの共同研究を

契機にして視野がぐ－つとグローバルに

広がって行くんです。それで彼がこれま

でフィールドでまとめてきたものを、

『図説琉球語辞典』にまとめてみて、そ

こから出発して新しい展開がなされてき

たんじゃないかなと思います。

比嘉もう－つあるとおもうんだけれども、

ずっと記述的な研究を平山先生の後ろに

隠れてやっていく、という時代があって、

『ｋ音考』を書く時に先生と距離を置く

ような形で動き始めた。ということはも

う一人前の研究者として自分の研究を、

オリジナリティーを出言なければいけな

いと、中本ざんにある自覚というような

ものが強く出てきたんですね。それ以後

ですよね、研究者は書いたものしか残ら

ない、ということを口癖のように彼は

言っていましたね。ですから今までずっ

と下積みでやってきたデーターを自分の

解釈で新しく出していこうという、また

彼の研究史の上でも、非常に大きな転換

期と、それが重ねて出てきたんじゃない

ですかね。

加治エこれははっきり本人が言っておら

れましたね、私が助手の頃に、僕にも

しょっちゅう注意されたんですが、研究

者は50代までフィールドを…55才までは

フィールドを中心にやっていいと、その

後は自分のまとめをすべきだ、自分はそ

うするつもりだ、とはっきりそういい

よったよ。確かに今比嘉ざんが言われた

ように、自分の理論をまとめて、ある意

味では独創的な『ｋ音考』とか、音韻の

すぐれた業績を残きれましたし、それか

ら何よりも、あの『図説琉球語辞典』で

すよね、あれだけの仕事をきれました。

それが中本ざんの新しい言語史研究への

突破口になったんではないかと思います。

名嘉僕はそれを聞いたんだけど、服部先

生から聞いたのだけど、テックでの講義

の成果だと言っておりましたが。

加治工たぶんそうですよ。毎回の講義に

使った資料を私はずいぶん貰いました。

比嘉きつき名嘉真ざんが言ったように、

１回の講義に20枚もガリを切ってきたと

いうのはいかにも中本さんらしい、`儒夫

にはとてもできることではありません。

『図説琉球語大辞典』に収録きれたのは

200ぐらいの項目ですけど、もっと沢山

の項目を彼はやっていて、－番現象とし

て法則性が出しやすいものをあれには載

せてあるんであって、もっとデーターは

中本さんの所には残っているはずです。

野原じゃあ、そこら辺から中本さんの独

自性が出てくるわけだ。

司会中本さんの研究の推移と直接関係は

ないかも知れませんが、彼はドイツ、
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ね、なかなか行けないんですけれども、

彼はね、サッサッサッと行っちゃうんで

すよ。

野原一番の原点は1959年にね、始めて方

言クラブで調査に行った時に、タバコを、

川上ざんが寝ていたらね、女,性だよ、み

め麗しき、あの人はタバコを吸っていた

んだよね。口いつぱいにスーツと吸った

ら、彼女の髪にブーツとやった。髪の中

から煙が出るわけですよ。「大変き_

も_」ずっと昔からあるんだよね。

比嘉海外へ行ってきてヨーロッパとアジ

アの違いみたいなことも盛んに言ってい

ましたね。「ヨーロッパは寂しい、公園

ではじいちゃんたちが寂しそうにしてい

る。ワラバーたちの騒ぐ声が全然聞こえ

ない。ヨーロッパはあんまり良くない

よ」なんてね。

司会外国を体験したことによって、これ

までとは異なるあらたな研究が始まって

いったのではないかと考えられるんです

が、名嘉真ざん総合的なかたちでのゼロ

から見た中本像をまとめてみませんか。

名嘉真まず、人柄の誠実ざは、やっぱり

クリスチャンであったことですね。これ

は大きいだろうと思います。先生方か

らも教え子からも大変慕われていました。

学生をよく勉強させましたが、勉強以外

に喫茶店によく連れて行くし、よく飲み

に連れて行くんです。そこでまた議論を

して、本当に勉強する雰囲気を作って

行ったんです。ですから、学問的な厳し

きと人間的には、本当にクリスチャンと

して人を大切にしたというふうに思いま

オーストラリア、中国といった外国体験

をしていくわけですが、そこら辺のこと

についてどうでしょう。

比嘉僕は帰朝報告を随分聞いております

が、ボン大学の日本文化研究所や、

ウィーンに行ったり、それからヨーロッ

パ滞在中にパリでの日本学会にも出席き

れております。

名嘉あれはいつ頃？

比嘉何年でしたか正確ではありませんが

８０年代の中頃でしょう。そのころから中

国、ヨーロッパ、オーストラリア、タイ、

とういうように外国に行き始めるんです。

ヨーロッパに行ったときには、ウィーン

なんかは冬になると濃い雲に覆われて

麓々としたような気候がずっと続くらし

いんですが、同時期に滞在したドイツ文

学の学者がノイローゼになっていたんだ

が、自分は何故そうならなかったのかな

と…。「中本ざんウンジュは、ドイツ語

がじょうずだったんですか」と僕が冗談

めかして言うと「いやいや、かえってド

イツ語の出来る人達がノイローゼになる

んだよ」なんてね。毎日のように舞踏会

があって、そこに出掛けてはダンスを楽

しんでいたようです。「憂鯵を吹き飛ば

すように毎日どこかで舞踏会があるんだ。

人間の知恵ですね」と感心していました。

非常に充実した日々を過ござれたようで

すよ。

加治工中本ざんはそういう非常に進取の

気`性といいますかね、そういうところも

あって、僕なんかだったらね、何かに飛

び付こうとしても、－歩構えてしまって
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す。

それから学問ですが、先程も加治工先

生とか、野原先生とか、比嘉先生とかに

言われましたけれども、僕が一番感動し

ているのは、やはり『図説琉球語辞典』

なんです。これは多数の地図があります

けれども、僕も実際に地図を書かきれま

したからよく覚えているんですが、つま

り、中本先生の学問は繊密な記述的な研

究の上に比較研究を行っているんです。

これは目指す所はやはり比較研究だと思

います。だからこそああいうふうに、優

れた地図を書いて300枚近く…それから

200地点近くの地図を書いて、結局は服

部先生がそんなに厳密に出来なかった、

古い姿まで再構できたことは凄い広い

データーがあったから出来るわけです。

中本先生の学問は比較研究の為に繊密に

記述をして来たと言う事です。思うに語

彙の研究全てに厳密な音韻論といいます

か、そういうものに支えられていた。語

の変遷も全てそこから説明していこうと

いうことです。だからこそかなり強いん

じゃないかと言う事です。

司会比較研究といっただけではよく分か

りませんので、どういう形のどういうレ

ベルでの比較研究なのか、もう少し具体

的に話してくだきい゜

名嘉真同時代的な語彙を全て同じ共時論

の上で語彙で比較をして行くのです。

野原沖縄では、頭は「チブル」というん

ですが、宮古では「カナマイィ」という

とか、足は沖縄では「ヒサ」だけど、宮

古では「パギィ」とか、石垣では「パ

ン」というそうですね。それを図にした

んです。そしてその図を見たら一目瞭然

で直ぐ分かるんですよ。

名嘉真それと文献を用いたということ、

つまり『混効験集』とか、おもる語を用

いて説明をしていったという。だから単

なる方言だけの比較だけじゃなくて、文

献も利用しながら、再構していったとい

うところです。これは中本ざんが初めて

だと思いますね具体的なもので再構でき

るというのは中本先生だけだったという。

ですから、トップレベルの研究をしてい

たということですね。

野原ああいう、何を調べるかということ

について、あの人は最初から決まってい

たんだろうか。『図説琉球語辞典』の語

彙は最初からそれをやろうと思っていた

んだろうか。何時頃からそれを始めたん

だろうか。加治工先生どうですか。

名嘉調べてあるのは全部整理してちゃん

と持っていたと思う。

野原ですから最初から何をしようという

ようなことではなくて…

名嘉ではなくて、ずっと共時的なものを、

横の広がりをこつこつとやってきた、余

りまでね…、きて、今度は、今いうよう

にテックの所で、テックに来るのは皆大

学の助教授とか、助手とか、国立の偉い

先生方がみんな来ていたというから、そ

こでそれをやる為には１週間、とにかく

うんと勉強をしたらしくて、彼からはそ

んな話は聞かないんだよ僕は。服部先生

は「あ_よくやった-つ」といってね、

そして暫くしてからこの本が出たからね、
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語を最も多く聞いたのは中本きんじゃな

いかな」と大島ざんにいったら、「いや

いや、平山先生です」という話はありま

したけどね。－人の耳で、そういう記号

も統一した－人の個人の耳で聞き取った

資料を持っているという意味で、中本さ

んは凄いデーターを持っていると思いま

すよ。

司会中本さんの仕事に関して、まだまだ

語り残したことがあるかと思いますが、

彼の魅力は何よりもその強烈な個`性に

あった気がいたします。そこのところを

糸数さん、中本はこういう男だったと。

糸数そうですね、ウチナーンチュの中の

ウチナーンチュといった感じですね。も

う、何と言うか、荘洋としてあんまり形

容出来ないね、素晴らしい人だったな。

後20年ぐらい生きていたら、どういう仕

事をやっただろうかな－、と思うんです

けどね。言語学というと、我々歴史を

やっている人間は、普通はあまり役に立

たない、音韻法則とか、あんなのばっか

りで、内部の話ばっかりでしょう。全然

おもしろくないんだけれども、中本ざん

の言語学というのは、それを越えて、多

少論議のある所もあるとは思うんだけれ

ども、随分歴史的な分野にも切り込んで

きている。だから多分、その言語研究を

通じて沖縄文化の本質というか、そうい

うものに迫りつつあったんじゃないかな

という感じがするんです。

司会峯子さん。

野原（筆）先ほど80年代に入ってヨー

ロッパ、中国など外国へ行かれたと、そ

あ－なるほど素晴らしい物が出たなと

思って…。

野原加治工苔んどうですか。その項目設

定の最初の…ここはと思うのはどこにあ

りますか。用意周到なあの調査は…、

加治エ僕はね、こう思うんですよ。仲宗

根先生と一緒に調査していった時はぎ、

服部先生が作られた、最初の『基礎語彙

調査表』があるんですよ。あれが単語数

が段々増えて800語ぐらいになりました

よね。あれをね、ずっと大学の頃は使っ

て、夏休みも一緒に八重山までやってお

られますからね、一時的にそれを使って

おられたんですよ。その後に平山先生と

調査されたときには、調査の際の『調査

表』を作られているんですが、3500語ぐ

らいの項目表を持っておられるんです。

それで、だいたい一辺に全部が出来るわ

けじゃないですからね、後で増やきれて

いますけれども、その調査票を持って平

山先生と、ずっと与那国から奄美まで通

していかれますよ。そういう意味で、名

嘉真さんが言うように凄いデーターを－

人の目と耳で採録しておられるわけです

よ。均一的な資料を。全琉くまなく調べ

ていくということは、これは他人の真似

の出来ないことですね。

比嘉琉球列島だけじゃなくて、日本列島

全域じゃないでしょうか。長崎の五島列

島に行ったり、八丈島へ行ったり、能登

へ行ったり甲府へ行ったりね。火葬場で

お骨を捨うまで、そこで待ち時間があっ

て１時間ぐらい話し合いがあったんです

が、その時に「一人の耳で日本列島の言
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の中の一つだったかと思うんですけれど

も、ドイツから帰って琉大へ集中講義の

為にいらした事があったんですね。その

時中本ざんはクリスチャンですから、セ

ミナーハウスに宿泊していたんですが、

その時に中本さんから電話があって野原

と、中本ざんと私３名で居酒屋で飲む機

会があったんです。皆さんもお聞きに

なったかと思うんですけど、ドイツに着

いた時に飛行場に迎えに来ているはずの

人が誰もいなくて、全員降りて、皆が

帰った後、たった－人になって、とうと

う大学を訪ねていったんですって、そし

たら、迎えに行った人が「日本人は一人

もいませんでした」と言って帰ってきた

と言って、もうその事を本人は本当に面

白そうに話をしているんですよね。それ

を聞いて、野原と二人はもう大笑いをし

て、楽しい思いをして飲んで過ごした事

があったんです。

私の中で中本ざんというのは、私が１

年生の時に４年生で大先輩でしたから、

その気持ちがいつまでもあって、「中本

ざん」と言うと何時もニコニコ笑ってい

て、暖かく見詰めていてくるような、そ

んな優しい先輩でした。学問については、

私は全くやりませんで、分からないんで

すけれども、そういう一人の先輩、優し

い、素晴らしい先輩がいたということを、

非常に私としては良かったなと思ってい

ます。

司会三義さん、ちょっとヤナグチでも…。

野原学問をやるためには環境があったと

思うんです。仲宗根先生とか名嘉順一ざ

んとか、そういう偉い方々がいて中本正

智ざんもそこにいたんでしょうね。あの

人が大学３年生の時に、僕は初めて悪の

道に染まったことがあるんです。あの人

から煙草をせびって飲んだのが、煙草の

吸い始めですね。良きにつけ悪きにつけ、

いろんな影響があったんですね。学問の

方も一生懸命やっていたけど、ああいう

ことも一生懸命だったよね。－升瓶をか

ついで中城伊舎堂の比嘉亀盛先生の所に

行って、帰りのバスは無いのに、どこま

でも歩いて行くとかいうこともあったで

すね…。学問のその雰囲気を作って下

きったな－、そういう事ですね。

司会酒を飲べぱヒヤーマッタイの乱調子

は、野原ざんとと中本ざんの独壇場だっ

たのではないかと思うんですが、発狂仲

間で濃密な楽しい時間を過ござれたので

はないでしょうか。

野原（峯）とっても楽しい人じゃなかっ

たですか。

比嘉お酒と踊りが大好きでした。禿げた

頭に手ぬぐいを被って踊っていた姿は忘

れられませんね。

野原あんなに真面目に勉強をやる人がね、

酒を飲まなければ良かったんですよ。

ちょうど85才まで生きられたのに、酒ま

で飲むから…。突っ走ったなぁ。

司会糸数ざん、あなたもその仲間だった

のではないですか。

糸数いやいや、中本ざんとは酒を飲む機

会がなくてね。

比裏この話は初めてかも知れないけれど、

中本ざんはどうも南より北が大好きだっ
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ういうわけにもいかないということでこ

のままできたんですけれども、そのとき

も中本さんが非常に親身になって色々と

考えて〈だきったんですよ。それで、と

にかく「東京に来るについては、何も心

配はない、自分が全部責任を持つ」とい

うことで、本当に僕は住む家もまだ決

まっていなくて、それで羽田に着いた時

は、埼玉から車を飛ばして来てくださっ

て、自分の家に連れて行って、東京で宿

が見付かるまで一週間ぐらい世話になっ

たんです。ああいうことがあったんです。

あんなことは今の僕に「やれ！」といわ

れてもなかなか出来ない。それから又、

都立大学を辞める時も、山口大学に行っ

た時も、シンジントゥグヮーいわれたん

ですよ。「お前、本当に行くのか？」と

いわれてね。「ここにおればエスカレー

ターで上がるんだよ、自分が行く行くは

責任を持つからね、そして自分が後押し

をするんだから、お前きえよければ良い

んだよ、良いんだよ」と行って、いつも

そう言われていたんです。何といいます

か、特に我々は琉大出身という形で、昔

からの友人であったということもあった

んでしょうけれども、とにかく親身に

なって最後まで世話をするというか、僕

にとってはそういうふうな人だったな－゜

もう精神的にも頼りきって、学問的にも

頼りきっているような、そういう感じの

人でしたね。

司会研究部分野は異なるけれど、もっと

も親密な交流があったのは比嘉ざんだっ

たのではないでしょうか。

たんじゃないかな－゜カラオケで歌う

でしょう、すべて北の歌なんですね、

「北の旅人｣、「津軽海峡冬景色｣、「きざ

んかの宿」とか、しかも不倫ぽい歌が多

いですね。クリスチャンだったら神様に

怒られてしまうじゃないか、本当に心配

だなあ僕は。（笑い）

野原（峯）いやいや、中本ざんは以前に

ですね。東京は汗をかかないと言ってい

たんですよね。きっぱりと、カーッとし

た暑吾じゃない、東京の暑きじめじめし

ていて、こう沖縄みたいじゃないよ、と

言っていた事があるんですよ。汗をかき

たいと言っていました。

司会加治工ざんは、酒を一滴も飲まない

ということでは、中本ざんとは異類と

いっていいのでしょうが、酒を飲まない

での関係というのもあったはずです。

加治工私はいろんな面で非常に可愛がら

れたんです。またある意味で、私も鳩間

島という小苔な島出身で、中本ざんも奥

武島という島の出身なんですよ。いつも、

私に「お前もシマーだ」と、「シマーは

島の文化を徹底的にやるべきだ」と。島

出身だという共通認識といいますか、そ

ういう世界観みたいなものがあったのか

も知れませんけれども、非常に可愛がら

れたし、学生の頃もそうです。大学院に

入ってもそうですし、助手をしていたと

きもそうでした。特に助手をしていた時

は琉大とは一週間違いでこんなことに

なってしまったんですよ。それで仲宗根

先生と、湧上先生が取り消すから…とい

う、いろいろあったんですけれども、そ
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司会中本ざんの人と学問について後から

来るものに引き渡していく大切な仕事が

あると思うのですが、その橋渡しの一番

重要な任をおっているのが名嘉真さんか

と思います。まとめて締め括ってくだき

比嘉苦しい体験をしてこられたので後輩

にはいい環境でのびのびと研究させてや

りたい、という思いが強かったですね。

学問的には厳しい人でしたが、とにかく、

弱いものにやきし〈思いやりに溢れた人

でした。それに歯並びの美しい笑顔は人

を魅了しますね。権威主義からもっとも

遠い人でした。私の家の近所に小苔なス

ナックがあって、そこの社長室に「その

人は去り行くもその人の微笑みは残る。

その人は去り行くもその人の温もりは残

る。その人は去り行くもそのひとの言葉

は残る」と書かれた短冊があるんです。

ウリンージュルカージ（それを見るぴ

に)、中本ざんの面影が浮かんできます。

そういう方でした。

司会きて、名嘉ざん。言語研究への道を、

先導した先輩として一言。

名嘉僕は、今きつき言ったように、踊っ

ているところは見ていないんだよな_。

だから「よく踊る」と言う話を聞いて、

エーッと思っているんだよ。

野原（筆）博士号を受賞した時も踊りま

したよ。

名嘉見ていないんだよな_。僕の印象と

しては、寮にいた時は、とにかく一生懸

命勉強をしていた。その印象がある。そ

れと桜そば屋に行った時も、沖縄での印

象は僕はこれだけしかなくて、そして東

京に来ては、中本と比嘉政夫と僕の３名

は常時あちこち行って、僕はもうあの頃

から既に旅行をした方がいいだろうと

言って、旅行ばかりしていたけれども、

東京での最後の時は…。

い。

名嘉真まず、私の中本先生は、やはりい

い先輩であった。方言クラブのいい先輩

であったということと、本当に良い恩師であったということと、本当に良い恩師

であったということです。本当の宮古方

言の研究者はいなかったということで、

親身になって育ててくれるという、そう

いうことを優しく持っていた方ですね。

そういう意味では本当に琉球方言を、大

事にきれて大切に考えていたんだろうと

思います。ですから、先生のその学問は、

後続者が育ってその後輩に継がれると思

います。中本先生の学問は何かといいま

すと、沖縄的な優しきじゃないかと思い

ます。本当に沖縄の方言を愛さなければ

方言研究は出来なかっただろうし、本当

に優しい方だったと思います。僕なんか

が琉大に来る時に、分かれる時に万年筆

をもらったんですよ。就職の時に、今か

ら15年ぐらい前ですけれど、その万年筆

を今でも大切にしているんですが、凄い

高価なものなんですが。中本先生は、自

分たちの身内の研究者というものをとて

も大切にしたんですね。

ですから、そういうことを後輩にも伝

えて、やはりもっと琉球方言を大切にし

て、調査をして、そして残して行くと、

そういうことをしなければいけないです

ね。もちろん中本先生の業績を受け継い
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でいく意味でも努力しなければならない

と思います。

司会ありがとうございました。予定の時

間も使い尽くしてしまいました。酔いも

深くなってきましたので、これで一応終

わりにします。しかし、これからこうい

う機会はめったにないと思いますと、あ

と少し将来の展望といいますか、中本き

んの研究の秘めている可能'性について

語っていただきたいという欲もあります。

加治エそうですね。これは当っているか

どうか知りませんけれども、恐らく中本

ざんは晩年、語彙の研究の方にウエイト

を置かれて、その語彙を比較していくこ

とから、かねて中本ざんが得意とぎれて

いた、音韻法則がどういうふうに変化し

て行くかということを見付け出して、一

定の変化の法則を見付け出していったの

が、この『図説琉球語辞典』なのかと思

うんですけれどね。その理論を全日本、

あるいは全アジア的に段々広げていった

結果、中本ざんの「波及説」というふう

なものが段々具体化してきたな-と思う

んですよ。これは、ある面で僕は批判も

あります。しかし、またラオスとか、雲

南省の少数民族の民俗調査をしたり、言

語調査をしてきていますので、「あれ！」

と思うところがあるんですよ。生活文化、

習慣など、生活環境もそっくりなところ

が多いですね。だから、中本ざんの「波

及説」はまだまだ確定した方法ではな

かったかも知れませんけれど、それを

もっと綴密に重ね合わせて行けば、もっ

とおもしろいものが出てくるのだろうと

思うのです。まあ、中本ざんにしてみれ

ば、志半ばにして亡くなってしまわれた

ものですから、その最後の「波及説」の

理論が完壁なものになっていないという

のが惜しまれる訳です。これは我々が引

き継いで補完していきながら、どういう

ふうに発展できるものかどうかというこ

とを検討していかなければならないと思

います。

確かにウイークポイントも現段階では

あるんです。しかし、アジア的な広がり

で、言語の波及して行く姿というのを初

めて言い出したのは、中本ざんではない

かと思うですよね。ああいう方法論も一

つの方法だとおもいます。中本ざんがや

られたような形でアジア的な規模で、

もっと網の目の細かい調査をして被せて

見た場合に、どういうふうな言語分布図

が出来るのか、そういう作業を進める中

で、またどういうふうな理論が再構築き

れて行くのかと、ちょっと興味のあると

ころではあるんです。

司会野原さん。

野原一言もない。

司会ない？本当のところは？

野原村山七郎と大野普の大論争が繰り返

きれていて、ただ国語学者はどうなるか

なと思っている訳だが。

名嘉僕もあれを読んだ時はね、あんなに

年を取ったら、こうなるのかな_と思っ

た。

野原まあまあ、あんなにやって、あんな

になっているんだから…。翻って、言語

とは何だろうかとかね、チャンプルーは
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で再構した古語辞典を作りたいと、それ

から奥武島の方言辞典も作りたいという

ことでした。

野原それは初めて聞いたな－・

加治エそれは何度も言っておられました

よ。

比嘉それとオモロの仮名づかいを含めた

チャンプルーとかいってバアーッと、こ

う広がって行くのだろうし、スー、アン

マーも大して重要な語じゃなく、無いん

でしょう、あっちからターリーが入って

来たら、ターリーを使ったり、パーパー

を使ったりとかれ、もう食べ物やら何や

ら、そういうようなもの…、言語じゃな

くて、これは言語波及の話なんだ。文化

波及論なんだ。言語文化の波及なんだ。

従来の言語学とどういうふうになるのか、

どういうふうに…。これからだったと思

うのね。

野原そうです。

比嘉そういうヒントを与えてくれるんだ

よね。

司会比嘉ざん、中本ざんの入院先に何度

も足を運ばれて、いろんな話をしたはず

です。その話の中で、中本ざんは、これ

までの研究そしてこれからの研究につい

て話きれたのではないかと思いますが、

その辺はどうですか。

比嘉これは病気になる前だけど、沖縄も

そうだけど、ヤマトの言語史は文献に偏

り過ぎると、あれだけ日本の全地域を、

－人の耳で聞いているから、方言研究の

成果を取り入れればもっと基層の言語に

基づいた言語史が出来るんじゃないか

な_と話きれていました。沖縄だったら

もっとそういうものが可能であるから、

そういう言語史を書いてみたいというこ

とがひとつ。これは『図説琉球語辞典』

の延長に構想きれたものだと思うんです

が、沖縄古語辞典を作りたいと、文献も

使うけれども、基本的には多様な琉球語

嘉それとオモロの仮名づかいを含めた

全訳の仕事をやりたいということを言っ

ていましたね。我々が国際学術調査で中

国の調査に行くのが90年ですから、彼の

発病したのは、その年の暮れです。秋の

検診で胸に影のあるのが発見され、医者

から中国に行くのはよしなさいと言われ

たんです。すぐに手術することになり、

経過は非常に良好でした。本人も前より

もずっと調子が良いというふうなお話を

きれていました。しかし、奥さんがふと

僕に何気な〈ですけれども、「比嘉さん

長引くかも知れません」とつぶやかれた

のを聞いた覚えがございます。私の幻覚

かもしれませんが､､。普通でしたら、病

後ですから奥ざんは止められるはずです

けれども、能登の調査に行くことも、半

年後に中国の調査に行くことも許してい

るんですよ。私の考え過ぎかも知れませ

んが、今から考えるともう好きな事をさ

せなきいと言われていたんじゃないか

なぁ－という感じもしますね。私の幻覚

でなかったら、苦しい思いで奥ざんは毎

日を過ごされていたんじゃないかと思い

ます。「進貢使節が通った旅を経験しみ

ましょうか、中本ざん」と言って中国へ

の旅にお誘いして91年の暮れに山本茂男

さんと３人で出掛けました。彼との最後
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ですよ。ああ-このままだったら、又、

元気になって、僕たちの所に戻って来て

くれるかな－というふうな気持ちになり

ました。それで僕が行くと、「あ-，比

嘉君」といって、ちゃんと分かりまして

ね。「オモロのテキストも出来ましたよ、

全訳があるといったじゃないですか。も

う長い休暇を引き上げて、もうそろそろ

戻って来て下きいよ」と冗談を言いなが

ら、その日はとにかく調子がよかったん

です。ある意味ではすべての運命を享受

しようと`悟っているような感じの雰囲気

だったんですよ。もの静かな雰囲気で。

30分ぐらいいろんな話をしましてね。帰

りに奥様は病院の玄関まで私を送ってく

だきって、「少しでも１％でも可能性が

あるのであれば、治療しなければいけな

いから、比嘉さんまた大塚に移ります

よ」ということを話きれたんですよ。そ

れからすぐ移っていろんな治療をやった

と思うんですけれども、２月24日の早朝

に奥様から電話が掛かって来て、お亡く

なりになったということでした。もう覚

`悟はしていたもんですからね。それから

ご報告したいんですけれども、あれだけ

の資料が何処にいくのかな_と、誰かが

その中本ざんの持っている資料をうまく

活用しなければいけないがな－、という

ふうに危倶していたんです。次男がアメ

リカに留学して行っていたんですが、そ

の子が社会人類学をやっておりましてね、

親父ざんのやっていた事に興味を持って

言語学を学んでみたいということで、今

年の４月頃から、千葉大学の内間先生の

の旅になってしまいました。言語地図を

作る為に、福健師範大学の言語学者の李

先生という方と協力してやることになり

ました。僕は前から知っていたものです

から、その先生を紹介して中国の特に江

南辺りから福建省あたりにかけての言語

地図を作ってみようというになりました。

李先生と打ち合わせを済ませ報告書を出

す時にはお二人が協力してやることにな

りました。その旅の途中から、どうも中

本さんの様子がおかしいんですよ。言葉

を間違えたりするような…。「おかしい

なあ」という雰囲気が少しずつ出ており

ましてね。そしたら帰って来たら、又、

入院しなければいけないと、奥ざんから

電話があったんです。そして僕が行った

時には非常にもう体力を消耗していてお

られました。それから持ち直きれて暫く

家に帰っておられました。やがて双愛病

院という近くにある病院に入られた。山

本書房の山本茂男ざんとお見舞いにいき

ましたがお話しすることはできませんで

した。帰る時に、僕は奥ざんに、「調子

が良い時は、とにかく何時でも良いから

呼んで下さい。飛んできますから」とお

願いしてあったんですよ。亡くなる一月

まえに奥さんから研究所に電話をいただ

きました。非常に調子の良い日がありま

してね、私はすぐに病院に向かいました。

本当にお元気で、痩せていないんですよ。

普段だったらもうちょっと色が黒ずむは

ずだけど、色がピンク色できれいなんで

す。しかも目に曇りが無くて、力強きは

ないんだけれども、とても澄んでいるん
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所で琉球方言を含めた言語的な訓練を受

けています。琉大でもというふうに奥ざ

んにお話したんですが、やっぱりあんま

り無理は言えない。あれだけ入院きれて

いたし、それから家も作って、生活も大

変だろうというふうに思うも人ですから、

無理は言えなかったんですが、内間先生

の所で学んでいます。今後ともぜひ皆様

方には、その次男のことは気に留めてお

いていただきたいなあ、と思います。

司会初めのほうで聞くべきだったかも知

れませんけれども、仲宗根言語学…そう

いう言い方はないでしょうが、仲宗根政

善ざんと中本正智ざんの繋がりといった

のはどうなんでしょうか。

加治エ基本はね、「仲宗根方言学」なん

ですよ。僕が助手をしていた頃、ご本人

が何度もそう言っておられたし、「自分

は故郷は仲宗根言語学なんだ、東京に

行ったのは、それプラスアルファーだ」

という感じの話をしておられました。

司会仲宗根ざんとの違いという点ではど

うでしょうか。

加治工これは、僕の印象ですけれども、

仲宗根先生をあまり意味論はなざらな

かった。中本ざんもスタートの時点では

意味はタブーにしておられたんですけれ

ども、だんだん意味の方にも入って行か

れた。それで最終的には彼は、語彙研究

の方にシフトをして行かれました。その

語彙研究というものを、仲宗根先生は今

帰仁という限定きれた地域で、掘り下げ

られたけれども、中本ざんは最終的には

奥武というところをめざしているわけで

すが、その前に広い地域を調査し、研究

して行かれたんです。その「語彙の調査

が面白い、面白い」と言われてね、いつ

も言っておられたんですよ。中本さんか

ら彼のそういうアドバイスもあって、僕

もだんだんこの語彙の方をやらなきゃい

かんなと思いだして、僕の方は少しずつ

語彙を集めて、『琉球の方言』にも載せ

てもらっているんですけれども、ああい

うふうな形で研究を広げられていった訳

なんです。また宮良當壮の影響もあると

思うんですよ。というのはですね、「宮

良當壮を読み直した方がいいよ」といわ

れてですね。だから言語学者というのは、

最初はそういうふうに音韻とか、ああい

う構造的な所からスタートしていくが、

やっぱり円熟していくと意味研究とか、

語彙研究に行くのかなと思いましたね。

司会野原ざん。

野原それは掘り下げる厳密と、比較の厳

密というのは似ているでしょう。一か所

を掘り下げるということと複数を掘り下

げるというのは当然同じような段階では

出来ないだろう。でも、厳密にという点

においては、橋本の厳密を伝統を受け継

いでいるでしょうね。あの波及論になる

と、服部四郎という人にも「どうでしょ

うか」と聞いてみたいけれども、「中本

先生のことは僕は分からん」ということ

です。

加治工あそこは中本ざんのね、オリジナ

リティーだと思うんですよ。統一化、法

則化を重視して研究を進めるのだったら、

ああいう研究はむつかしいと思う。しか
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れはやはり比較方法ですよね。それで仲

宗根先生も比較方法はきれているんです。

『力行変格の動詞』のいわゆる沖縄本島

北部の方のね、あれも凄い論文なんです

けれども、遡り方が近いんですよ。とこ

ろが中本先生の場合は、まきに遡り方が

遠くまで遡るわけです。つまり変遷過程

をどう捕らえるかということ、それから

言語学者がそれをどう捕らえるかという

こと、もうちょっと分かりやすく言えば、

方言学者は例えば琉球方言の「音」を表

わす「？ｕｔｕ」はただ「Ｏｔｏ」から

来たと言う。元は五母音だから「ｏｔ

ｏ」から来たと考える訳ですけれども、

言語学者はそうは考えない。つまり乙類

オなんですね。「音」の場合は両方とも、

乙類のオなんですけれども、そう考える

と奈良時代に分岐して来たと考えられる

わけなんです。琉球方言は奈良時代以前

に分かれてきたから、当然その変化過程

も２類のオなんだけれども、もっと遡る

形を考えるわけです。そういう所が方言

学者と言語学者との違いなんですよ。そ

の綿密な所を中本先生は学問的にもって

いると思います。つまり国語学者であっ

たんだけれども、すでに服部言語学を理

解しておられたと思います。

司会これで終わりたいと思います。どう

もありがとうございました。

し、がっちりした構造言語学的手法で基

礎となるの元にデーターを集めていって、

きちっとした言語地理学的な方法を踏ま

えながら方言地図を作っているという点

に、やっぱり信頼性が出てくると思うん

です。普通の人がやるのとはちょっと違

うという気がします。仲宗根先生はどち

らかというと、非常に禁欲的で、こう切

り捨てて、今帰仁ではこうなって、後は

オモロでは、こうなっているという実証

的な方法で通しておられるという、ふう

な感じでしょう。中本ざんは、そういう

意味では基本は仲宗根先生の視点に腰に

据えながら広く、語彙の広がりをみて

いったと言う点に、何か肉付けきれてい

るような感じがある。

司会名嘉真さん、中本ざんの学問研究を

発展きせるにはどういうことをする必要

があると考えますか。

名嘉真今ね、加治工ざんが適切な意見を

言われたんですよね。仲宗根先生の学問

と、それから中本先生の学問。それは本

当にその通りだと思うんですが、僕が感

じるのは、やはり仲宗根先生は方言学者

であったと、それから国語学者であった

ということだと思います。もう一つは中

本先生は更に言語学も学んだということ

だと思います。それはどういう部分かと

言いますと、やはり仲宗根先生の、深く

掘り下げていくという、一つのものを正

確に記述して行くという、そういうこと

もきれながら、結局服部四郎の学問的な

方法論といいますか、それも身に付けて

いっただろうというふうに思います。こ
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